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植物標本の保存と活用―植物資料の保管を考える―

石沢進

　自然環境を大切に後世に受け継ぐことの必要性は、多く

の方々にこ理解が得られてきていると推察している。自然

環境の大切さ・重要性を知るには、過去の状況を把握する

必要がある。自然環境は、不動のものではなく、時代と共

に変わり、変動している。近年の気候の急激な変動が取り

沙汰され、地球温暖化の傾向が指摘されたりしている。自

然環境の構成メンバーの動植物にも無縁でなく、絶滅危1具

種が増加している。このような状況の中で、今後の環境の

変化の解析に欠かせないのが、過去に蓄積された資料の保

管であり、それを活用することによって具体的な変動の実

態を知ることができ、今後の対策に反映させることもできる。

　ここでは、蓄積された資料に関連することを掲載し、大

方のご理解を頂きたい。

●植物資料の流出防止

　国外にでた場合、植物の研究のために後の人達は、わざ

わざ標本を所蔵してある標本室まで訪ねていかなければな

らない。（莫大な費用と時間がかかる。）

　地方の植物誌の研究資料は、その採集地の近くの都市に

保管することが望ましい。

●植物相の基本台帳となる標本の蓄積

　学問の進歩により分類群が再検討されると、種の取扱が

変わる。その時記録の基盤になった標本がないと、比較検

討ができないことになる。何時でもみれるように資料を保

管して置くことが重要である。

●植物の変異を探る資料の蓄積

　個体ごとに形態が異るので、種ごとに標本が多数あるこ

とが望ましく、変異の幅を示す資料の蓄積は重要である。

個体変異を示す重複標本は散逸しないように保管が必要で

ある。

●植物の歴史資料

　植物の標本も考古学のおける発掘資料と同じような意義

を持っている。つまり、採集された植物の標本は、その採

集時に生存していた地球上の実在を示す歴史的な資料でも

ある。

　特に、池上標本の保存にあたっては、以下の特色を生か

しておくことが、肝要であり、標本の散逸は避けて頂きた

いo

　池上先生の植物標本およびその整理上の特色

　　　　　　　　　　一保管にあたって留意すべき点一

［特色］

標本番号：採集順に番号を付す

　　　　　（例）登山道沿いに下から上への順

　　　　　正確な採集地の位置の明示（再調査の手引とし

　　　　　て役立っ）

　　　　　生育地における種の組合せを知る上に役立つ

標本枚数：個体変異を考慮した資料として一個体から何枚

　　　　　か採集したものもある

　　　　　（保存に当っては重複標本を散逸させてしまうと

　　　　　その価値を失う）

　　　　　生長段階を知る資料として花や果実の有るもの、

　　　　　無いものそれぞれ採集

　　　　　形や大きさを追求する資料として同一植物から

　　　　　多くの標本採集

　　　　　（特定地域での最大葉の標本、また奇形、変形

　　　　　の標本を集める）

台紙上の位置：標本作成の過程で台紙貼付けの位置を考慮

　　　　　してある。

　　　　　（新聞紙に挟んである標本の置き方は、台紙貼

　　　　　付ける際の位置を示しており、台紙に貼付けし

　　　　　ない作業で標本を移動することはさける）

木本標本の切りロ：台紙貼付けた場合、斜めの切口断面が

　　　　　観察可能なようにしてある

ラベル貼付位置：標本左下に貼付ける（右ききの人には標

　　　　本検索に便利）

正基準標本（タイプ標本）、産地標本：

　　　　　　植物の命名のもとになった標本を含む。（こ

　　　　　れらの標本は公的な機関で保管することが義務

　　　　　づけられている）

［保管］（ここでは項目のみ掲載）

●一括保存［池上標本］：

　　特定の意図で個人が収集した標本は、一括して保管す



●植物に関連する標本以外の資料の保管

［図書の保管］

　標本と図書は、一体であって切り離しての管理は価値を

失う。植物の分類や所属の検討には標本も必要であるが、

関連する文献を座右において行う必要があり、標本と図書

とが照合できるような態勢でなければならない。標本室と

図書室を隣接するように整備しておかないと、標本も図書

もその価値を失う。標本と切り離して図書だけを図書館に

移して保管することは避けなければならない。

　る必要がある。（図書館に00文庫として保管されてい

　ると類似した意味がある。）

●公認された施設に保管

　　法のもとに監督、補助を受けるような公的機関でない

　と、永久保存は不可能に近い。

●空調・冷房装置の完備した保管室

　　防湿

●防虫、防菌の徹底

　　虫や菌に知識のある専門家が必要

●基礎備品の整備

　　拡大鏡、顕微鏡、計測機器、地図
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